
 

令和６年度 第２回あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議 

次  第 

 

日時 令和６年１２月６日（金）１３時～ 

                     場所 麻生区役所第２会議室 

 

１ 開会 

     

２ 議事 

 

（１）第７期麻生区地域福祉計画の重点項目に係る進捗状況について  資料  
 
 

（２）その他 

・生活支援コーディネーターについて  

（小規模多機能施設あさお、看護小規模多機能支え合い） 

   

３ 閉会 

 

    次回の会議日程 令和７年３月７日（金） １３時～14 時半  麻生区役所 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

  ・委員名簿 

・座席表 

  ・あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議開催運営等要綱 

・資    料  第７期麻生区地域福祉計画の重点項目に係る進捗状況 

  ・参考資料 幸せを感じる時 集計結果 

・参考資料 新しいご隠居スタイル（補足資料）  

・参考資料 生活支援コーディネーターを知っていますか？ 

 



 
あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議委員 

 
 

（敬称略、順不同） 

 区 分 団体名など 氏 名 備 考 

１ 学 識 田園調布学園大学 村井 祐一  

２ 関係団体 麻生区町会連合会 高橋 慶子  

３ 〃 認定 NPO 法人あさお市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 岡部 俊幸  

４ 〃 麻生区地域自立支援協議会 平井 祐樹  

５ 〃 麻生区地域包括支援ｾﾝﾀｰ連絡会議 玉野 朋美  

６ 〃 川崎市医師会麻生区医師会 吉松 昭彦  

７ 〃 麻生区民生委員児童委員協議会 森 眞澄  

８ 〃 
麻生区民生委員児童委員協議会 

主任児童委員部会 
吉垣 君子  

９ 〃 麻生東地区社会福祉協議会 佐野 幸子  

10 〃 柿生地区社会福祉協議会 依田  明子  

11 〃 麻生区社会福祉協議会 高橋 由加  

12 公募市民 公募区民 植木 昌昭  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事務局名簿 
 
 所 属 ・ 役 職 氏 名 備 考 

１ 地域みまもり支援センター所長 須藤 聖一 事務局長 

２ 地域みまもり支援センター副所長 大塚 吾郎  

３ 地域ケア推進課長 藤原 亮子  

４ 地域支援課長 鈴木 千絵  

５ 児童家庭課長 加来 健司  

６ 高齢・障害課長 正木 久美子  

７ 保護課長 加藤 利明  

８ 衛生課長 泉 浩人  

９ 保育所等・地域連携担当課長 高橋 実千代 (代)和田課長補佐 

10 危機管理担当課長 石垣 秀之  

11 企画課長 田島 歳宜 (代)森下課長補佐 

12 生涯学習支援課長 相澤  悟 （代）石田職員 

13 地域ケア推進課 企画調整係長 船山 智志  

14 地域ケア推進課 企画調整係 主任 麻生 淳一  

15 地域ケア推進課 企画調整係  飯村 壮太  

 

 

 



令和６年度 第２回あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議  
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あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議開催運営等要綱 
 

（設置） 
第１条 この要綱は、あさお福祉計画（以下「福祉計画」という。）及び地域包括ケアシス

テムに係る取組を推進するため、あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議（以

下「会議」という。）の運営に関し、必要な基本事項を定める。 
 

（目的） 
第２条 区長は、福祉計画及び地域包括ケアシステムの推進に関し、次に掲げる事項につい

て、会議の委員の意見を求める。 
（１）福祉計画の策定及び変更に関すること 

（２）福祉計画の進捗状況に関すること 

（３）麻生区における地域包括ケアシステムの推進及びネットワーク構築に関すること 

（４）前各号に定める事項の他、会議で必要と認める事項 
 

（委員） 
第３条 会議の委員は、次に掲げる者に就任を依頼する。 

（１）学識経験者 

（２）関係団体代表者 

（３）公募市民 
２ 前項の委員のほか、特別及び専門的事項に関する意見を求めるため、区長において必要

があると認めるときは、推進会議に臨時の委員を置くことができる。 
 

（任期） 
第４条 委員の任期は、あさお福祉計画の計画期間と同一とする。ただし、再任を妨げない。 
 

（庶務） 
第５条 会議の庶務は、麻生区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）

地域ケア推進課において処理する。 
 
 
 
   附 則 
 （施行期日） 
１ この要綱は、平成２８年１０月１４日から施行する。 
 （旧要綱の廃止） 



 

 

２ あさお福祉計画推進会議開催運営等要綱（２６川麻地保第１２４１号）は廃止する。 
 （あさお福祉計画推進会議開催運営等要綱の廃止に伴う経過措置） 
３ この要綱の施行の際、現に前項の規定による廃止前のあさお福祉計画推進会議開催運

営等要綱第３条の規定により就任を依頼されたあさお福祉計画推進会議の委員である者

は、この要綱の施行の日に第３条の規定により会議の委員として就任を依頼されたもの

とみなす。 
 

附 則 
この要綱は、平成３０年２月１９日から施行する。 
 
  附 則 
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 



第７期麻生区地域福祉計画の重点項目に係る進捗状況 

重点項目１  地域活動の参加につながる取組の推進 
地域活動の担い手不足や地域活動への参加意識の希薄化に対応するため、麻生区が実施するボ

ランティア養成講座や、「麻生市民交流館やまゆり」及び「あさお希望のシナリオプロジェクト」
における活動等を通して、地域人材を発掘・育成し、様々な地域活動へつなげていく取組を進め
ます。また、「ちいきのちからシート」や「地区カルテ」など様々なツールも活用しながら地域
の多様な主体と連携し、地域に関する情報や課題を共有するとともに、地域活動への積極的な参
加や新たな連携を促します。 

 
○食生活改善推進員・健康づくりボランティア養成教室 12 人 (地域支援課) 

地域で食や運動を通じて健康づくりを進めるボランティア 
を養成する講座です。医師・健康運動指導士・管理栄養士・ 
歯科衛生士等から専門的な知識を学び、地域の中で、料理教 
室や会食会、公園体操、公園ウォーキング等に取り組みます。 

 

○市民エンパワーメント研修 (生涯学習支援課) 

市民活動・ボランティア活動に関する学びを通して、市民自らが考えながら生活・地域課題等
に取り組むことができるように市民主体の地域づくりを支援する研修です。 
 
「障がい者支援ボランティア養成講座」麻生市民館 6 人 
 麻生市民館で開催されている麻生青年教室のボランティア養成講座です。青年教室は毎月 1 回、
知的障害を持った方とレクリエーションや料理、バスハイク等、様々な体験活動を実施していま
す。 
 
「リアル防災講座〜自分事として考える・地域の防災〜」麻生市民館岡上分館 18 人 
 小中学生の親子を対象に災害が起きてもパニックにならないように日頃からの意識や備えを身

につける研修を実施しました。 
 

 「備えて実践︕防災×健康プロジェクト」麻生市民館岡上分館 10 人 
災害時の避難や出先で被災した際の徒歩移動の不安を解消するために、安全な歩き方や呼
吸法、身体への負担軽減の方法を学び、健康への意識の向上も図りました。 

 
○識字ボランティア研修 麻生市民館 17 人(生涯学習支援課) 

あさおにほんごクラスの日本人ボランティアを養成する研修
です。にほんごクラスは麻生市民館で毎週木曜日午前と夜に開
講し、麻生区で暮らす外国の方がボランティアから日常生活に
必要な日本語を習得するとともに、日本語の学習を通じて参加
者同士の親睦やボランティアとの交流を図っています。 

 
○市民自主学級「新しいご隠居スタイルを目指して」麻生市民館 28 人(生涯学習支援課) 

 人生 100 年時代を迎え、高齢者を取り巻く身近で具体的な話
題を提供し、当事者同士の会話の中から、新たな生き方や新た
なご隠居スタイルについてともに学び、知恵を出し合いながら
これからの生きがいのヒントを探る講座です。市民自主学級は
市民提案の元、市民と協働して実施する学級で、今回、市民団
体の「希望のシニアプロジェクト」が企画運営しました。 
 
今後、麻生市民交流館やまゆりのアクティブシニア講座、麻生市民館のシニアの社会参加支援事 
業の受講者数が追加される予定です。 
 

活動指標 R5 目標 R6 

麻生区が実施するボランティア 
養成講座等の参加者 134 人 85 人/年（R６〜８） 91 人（11 月末時点） 

資 料 



 
重点項目２ 保健福祉に関する情報発信の充実 

保健福祉に関する情報は広範な分野にわたり、区民が求める情報も多様化しているため、発信す
る情報量を充実させるとともに、子育て世帯や高齢者、障害者など支援を必要としている人に対し
て、取り残されることがないよう、様々な媒体を通して、わかりやすい情報発信を進めます。 

 
活動指標 R5 目標 R６ 

市政だより麻生区版における 
保健福祉情報の発信 80 件 82 件/年（R６〜８） 62 件（12 月号まで） 

麻生区役所企画課 X アカウントに
おける保健福祉情報の発信 85 件 150 件/年（R６〜８） 111 件（11/20 時点） 

 
Ｘアカウントの投稿例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X では講座やイベントの告知の他、啓発月間や季節の注意喚起、地域の情報等、幅広く 
提供しています。フォロワ―数 4,936 人（11 月 28 日時点） 



重点項目３  認知症にやさしいまちづくりの推進 
 

認知症高齢者が増加していくことが見込まれる中、認知症になっても希望を持って日常生活を
過ごせる社会をめざし、認知症の人や家族の視点を重視しながら、「共生」と「予防」を車の両
輪として、認知症に関する普及啓発、認知症訪問支援事業、認知症等行方不明 SOS ネットワーク
事業等を実施し、認知症にやさしいまちづくりを推進します。 
 

活動指標 R5 目標 R６ 
認知症サポーター養成講座の 
受講者数 1,411 人 650 人/年（R６〜８） 922 人（10 月末時点） 

 
○認知症サポーター (地域支援課) 

認知症サポーターとは、認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその
家族に対してできる範囲で手助けする応援者です。麻生区では地域住民、学校、企業、団体
等からの依頼を受け、養成講座を実施しています。  
養成講座実施先（抜粋） 

受講団体名 受講者数 
（4 月１日〜１0 月末） 

麻生区内小学校（麻生小、４年生） 133 人 
田園調布学園大学 116 人 
神奈川県立麻生総合高等学校 104 人 
麻生区内こども文化センター 75 人 
麻生区内郵便局   59 人 
麻生老人福祉センター 40 人 
柿生第２地区民生委員・児童委員協議会 40 人 

 その他、町内会の集まり、民間のカフェ、わくわくプラザ、麻生区役所等で実施。  
 

【参考】その他の認知症に関する普及啓発活動 

○認知症に優しいお店の表彰 (地域支援課) 

認知症サポーター養成講座を受講し、認知症にやさしい 
取り組みを継続している企業・団体等に対し「認知症にや 
さしいお店」として表彰を行い、感謝状とステッカーをお 
渡ししています。令和 6 年度は精肉販売店「ハウスメッツ 
ガー・ハタ」と、区内の郵便局を表彰しました。 

 
○認知症講演会の開催について (地域支援課) 

  麻生区役所では認知症当事者本人が体験談を語る講演会や食事支援に関する講演会を開催
しています。 

   
 ①認知症講演会１「家庭でできる摂食・嚥下機能維持・向上の工夫」 

摂食・嚥下障害看護認定看護師を招き、認知症への理解を深めながら、機能に合った食 
  の選び方等を学びました。  

日時 令和 6 年 12 月 2 日（月）14〜16 時   
会場 麻生区役所またはオンライン  参加者 40 人（内、オンライン参加 10 人）  

 ②認知症講演会２「認知症当事者のお話を聴く」 
認知症当事者の話を伺い、希望と尊厳をもって、『認知症とともに地域で生きていくこ 

と』について一緒に考えます。  
日時 令和 6 年 12 月 25 日（水）14〜16 時 会場 麻生区役所 

 



重点項目４  地域における見守り力の向上 
ひとり暮らし高齢者数の増加等に伴い、身近な人同士のつながり・助け合いに加え、地域ぐ

るみで安否確認の見守りや声かけができるような関係づくりが重要になっています。地域情報
交換会等を通して、地域住民と関連する団体等が顔の見える関係を築くとともに、民間事業者
等とも連携し見守りのネットワークづくり等に取り組み、地域における見守り力の向上を図り
ます。 
 

活動指標 R５ 目 標 R６ 

地域福祉の担い手による地域情報交換会 2 回 ６回/年 
（R６〜８） 

６回 
（３月末見込） 

麻生区高齢者見守りネットワーク事業に 
おける協力事業者数 26 事業者 31 事業者 

（R７） 
28 事業者 

（11 月末時点） 
  
○地域情報交換会 (地域ケア推進課・地域支援課) 

民生委員児童委員協議会、町会・自治会、地域包括支援センター及び 
地域福祉関連団体が、互いの活動内容について理解を深め、相互に 
顔の見える関係を築き、地域の支え合いネットワークの強化を図る 
事業です。  

 地区 日時 場所 参加者 内容 

① 麻生東１ 6 月 22 日(土) 
10:20〜11:50 区役所 32 人 

包括や生活支援コーディネーターの紹
介と高石 4〜6 丁目を中心とした地域
に関する課題や取組の情報交換 

② 柿生第２ ９月７日(土) 
10:00〜11:30 区役所 31 人 

下麻生、早野地域の関係者が集まり包
括や地域相談支援センターの紹介と民
生委員の活動に関する情報交換 

③ 柿生第３ 11 月 4 日(土) 
14:00〜16:00 

片平 
会館 25 人 

片平地域の関係者が集まり、片平の施
設や取組の紹介の他、片平に関する地
域の課題や取組の情報交換 

④ 柿生第１ 11 月 30 日 
10:00〜12:00 

区役所 21 人 
王禅寺西と上麻生・王禅寺東（一部）
の関係者が集まり、民生委員の活動に
関する情報交換 

⑤ 麻生東３ 調整中 

⑥ 柿生第３ ３月１日（土） 区役所 調整中 
 
○麻生区高齢者見守りネットワーク事業 (高齢・障害課) 

地域に密着し高齢者と接することの多い事業者と連携することにより、高齢者の異変を早期に発
見し、必要な支援を行うなど、地域社会全体で高齢者を見守る体制を確保する事業です。郵便局や
新聞配達、宅配、タクシー会社、コンビニ等が協力事業者として加入しています。今年度、新たな
協力事業者として、「株式会社ティップネス新百合ヶ丘店」と「株式会社パーソナル・ナース 
ナースの家すすき野・まちの保健室」が加わりました。 

 
 事業者名 事業内容 

① ティップネス 
新百合ヶ丘店 

フィットネスクラブとして、運動施設を提供。グループレッスン等
を通じたお客様間のコミュニティを形成しています。また、麻生区
役所と連携し、会員非会員問わず、どなたでも参加できるストレッ
チ、筋力トレーニングの講座などを開講しています。 

② ナースの家すすき野 
・まちの保健室 

24 時間体制による訪問看護の他、まちの保健室として、体操教室や
うたの会などを開き、疾病予防から健康増進まで、看護師が直接、
相談や支援を行っています。  

 


